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第457号 令和3年11月1日発行

■ 中国憧憬 ―周文の《山水図》と唐物―【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 石川の文化財 ―国宝・重文・県文・市文―【古美術】

■ 優品選Ⅰ【近現代工芸】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

 ⿟ 土曜講座を開講します（11～3月）

 ⿟ ミュージアムショップのおすすめグッズ

 ⿟ 学芸室の人々

 ⿟ 11月の行事予定

 ⿟ アラカルト　ただいま展示中

三谷吾一《潮風》1987年　日本芸術院蔵

―企画展「うるはしきもの めでたきわざ」より―

松崎十朗《光の記憶》2021年

―特別陳列「REFLECTION ―光の記憶―　松崎十朗展」より―

うるはしきもの めでたきわざ 
―北陸の芸術院会員・人間国宝―

REFLECTION ―光の記憶―　松崎十朗展
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石黒宗麿《刷毛目双魚文鉢》

射水市新湊美術館蔵

松原定吉《長板中形「水に鯉」》

富山県水墨美術館蔵

日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
石
川
・
富
山
・
福
井
の

北
陸
三
県
は
、
寒
暖
の
差
が
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
湿
度
が
高

く
、
工
芸
作
品
の
制
作
に
適
し
た
環
境
で
す
。ま
た
東
京
や
京
都

な
ど
、文
化
的
中
心
地
か
ら
距
離
も
近
く
、優
れ
た
美
術
工
芸
品

が
集
ま
り
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
作
家
が
集
ま
る
土
地
で
も
あ

り
ま
す
。

石
川
県
立
美
術
館
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
芸

術
院
会
員
や
、重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
、い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝

の
展
示
を
企
画
し
、平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
は
「
北
陸
の
人

間
国
宝
」、平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）に
は
「
工
芸
に
み
る
石
川

の
巨
匠
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
展
は
開
催
中
の
国
際
北
陸
工

芸
サ
ミ
ッ
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
も
の
と
し
て
、
改
め
て
北
陸

の
芸
術
院
会
員
と
人
間
国
宝
の
業
績
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
日
本
芸
術
院
会
員
就
任
年
、
お
よ
び
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
認
定
年
に
沿
っ
て
、
三
十
五
名
の
作
家
に
よ
る
、
当

館
初
出
品
作
を
含
む
、一
〇
〇
点
余
り
の
作
品
を
次
の
通
り
三

室
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

第
一
室
は
松
田
権
六
、
山
崎
覚
太
郎
、
蓮
田
修
吾
郎
、
初
代
魚

住
為
楽
、
石
黒
宗
麿
、
前
大
峰
、
氷
見
晃
堂
、
赤
地
友
哉
、
木
村

雨
山
、
松
原
定
吉
の
十
名
、
第
二
室
は
二
代
浅
蔵
五
十
吉
、
十
代

大
樋
長
左
衛
門
、
八
代
岩
野
市
兵
衛
、
金
森
映
井
智
、
羽
田
登
喜

男
、
隅
谷
正
峯
、
大
場
松
魚
、
寺
井
直
次
、
塩
多
慶
四
郎
、
三
代
德

田
八
十
吉
、川
北
良
造
、前
史
雄
、九
代
岩
野
市
兵
衛
、西
出
大
三

の
十
四
名
、
第
三
室
は
三
谷
吾
一
、
武
腰
敏
昭
、
��
田
美
統
、
三
代

魚
住
為
楽
、
小
森
邦
衞
、
中
川
衛
、
二
塚
長
生
、
中
野
孝
一
、
大
澤

光
民
、灰
外
達
夫
、山
岸
一
男
の
十
一
名
で
す
。日
本
を
代
表
す
る

北
陸
の
巨
匠
の
「
め
で
た
き
わ
ざ
」
に
よ
る
、「
う
る
は
し
き
」
作

品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
観
覧
料

一
般
：
一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

高
校
・
大
学
生
：
八
〇
〇
円
（
六
〇
〇
円
）

高
校
生
以
下
：
無
料

※
（　

）
内
は
65
歳
以
上
、
お
よ
び
20
名
以
上
の
団
体
料
金

※
２
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料
を
含
み
ま
す

※ 

身
体
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
・
療
育
手
帳

を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
ご
提
示
の

方
お
よ
び
付
き
添
い
の
方
１
名
は
観
覧
無
料

◆
関
連
行
事

特
別
講
演
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

日
時
：
11
月
７
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16
時

講
師
：
青
柳

正
規
（
当
館
館
長
）

ゲ
ス
ト
：
室
瀬

和
美

氏

（
重
要
無
形
文
化
財
「
蒔
絵
」
保
持
者
）

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル

聴
講
無
料

※ 

聴
講
に
は
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
国
際
北
陸
工

芸
サ
ミ
ッ
ト
in
石
川
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
s:/

/
k
o
g
e
i-

ish
ik

a
w

a
.jp

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

工
芸
技
術
記
録
映
画
上
映
会

日
時
： 

①
11
月
14
日
（
日
）
、
②
11
月
21
日
（
日
）
、 

③
12
月
５
日
（
日
）
各
回
14
時
か
ら
２
時
間
程
度

内
容
：
①
小
森
邦
衞
・
二
塚
長
生
・
中
野
孝
一

②
前
史
雄
・
�
�
田
美
統
・
大
澤
光民

③
松
田
権
六
・
大
場
松
魚
・
寺
井
直
次

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル

学
芸
員
に
よ
る
土
曜
講
座

①
「
北
陸
の
芸
術
院
会
員
・
人
間
国
宝
～
そ
の
１
～
」

②
「
北
陸
の
芸
術
院
会
員
・
人
間
国
宝
～
そ
の
２
～
」

日
時
： 

①
11
月
13
日
（
土
）
、
②
11
月
20
日
（
土
） 

各
回
13
時
30
分
～
15
時

会
場
：
当
館
講
義
室

聴
講
無
料
、
申
込
不
要

０
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
オ
ン
ラ
イ
ン

日
時
：
①
11
月
20
日
（
土
）
10
時
～
11
時

②
11
月
21
日
（
日
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

15
時
30
分
～
16
時
30
分

講
師
： 

冨
田

め
ぐ
み 

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

赤
ち
ゃ
ん
か
ら

の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会
代
表
理
事
）

※
詳
細
は
、
後
日
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
ま
す
。

子
ど
も
ツ
ア
ー

日
時
：
11
月
14
日
（
日
）
10
時
30
分
～
11
時

（
受
付
開
始
10
時
）

※
参
加
無
料
、
保
護
者
２
人
目
か
ら
要
観
覧
料

企画展（第7～9展示室）

うるはしきもの めでたきわざ
―北陸の芸術院会員・人間国宝―
主催／石川県立美術館　共催／北國新聞社

後援／NHK金沢放送局、MRO北陸放送、石川テレビ放送、テレビ金沢、HAB北陸朝日放送

11月7日（日）～12月5日（日）　会期中無休
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特別陳列（第4展示室）

REFLECTION ―光の記憶―　松崎十朗展

10月23日（土）～12月5日（日）　会期中無休

日
常
に
何
気
な
く
存
在
す
る
「
無
機
質
で
幾
何
学
的
な
空

間
」
。
気
に
も
と
め
ら
れ
ず
忘
れ
去
ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
光
景

を
瞬
時
に
切
り
取
る
眼
が
、
松
崎
十
朗
と
い
う
日
本
画
家
を

八
〇
～
九
〇
年
代
画
壇
の
前
衛
へ
と
押
し
出
し
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
、
金
沢
に
生
ま
れ
た
松
崎
十
朗
は
、
金
沢
美
術

工
芸
大
学
、
同
大
学
院
で
日
本
画
を
学
び
ま
す
。
在
学
中
よ

り
、
現
代
美
術
展
「
最
高
賞
」
、
京
展
「
市
長
賞
」
等
を
受
賞
、
ま

た
大
学
院
修
了
の
年
に
は
、
日
春
展
で
「
奨
励
賞
」
を
受
賞
す

る
な
ど
、
早
く
か
ら
衆
目
を
集
め
る
存
在
と
な
り
ま
す
。

初
期
か
ら
日
展
を
主
た
る
活
躍
の
場
と
し
な
が
ら
、
そ
の

他
の
美
術
展
、
個
展
、
グ
ル
ー
プ
展
な
ど
で
発
表
。
二
〇
一
六

年
か
ら
は
、
活
動
の
拠
点
を
東
京
か
ら
金
沢
に
移
し
、
母
校
金

沢
美
術
工
芸
大
学
で
後
進
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
い
ま
す
。

松
崎
の
制
作
に
通
底
す
る
の
は
、「
一
切
は
不
変
の
も
の
で

な
く
、
常
に
変
化
し
続
け
る
」
と
の
無
常
観
で
す
。
人
工
的
で

無
気
質
な
光
景
で
さ
え
、
色
や
光
の
変
化
に
伴
い
刻
一
刻
と

そ
の
姿
を
変
え
て
い
く
。
不
変
で
は
な
い
光
景
だ
か
ら
こ
そ
、

美
を
感
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
無
常
観
は
、
日
本
や
東
洋
の
伝
統

的
画
題
や
精
神
性
に
通
じ
、
ま
さ
に
現
代
の
日
本
画
で
す
。

近
年
は
瞬
間
の
光
景
を
切
り
取
り
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
永
遠

性
を
見
出
す
か
の
よ
う
な
作
画
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に

砂
浜
に
消
え
ゆ
く
波
跡
と
寄
せ
て
は
返
す
波
の
姿
は
、
刹
那

と
永
遠
の
象
徴
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
描
か
れ
る
か

す
か
な
光
は
、
画
家
の
内
省
と
記
憶
の
投
影
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。

約
四
十
年
に
お
よ
ぶ
画
業
の
内
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

の
日
展
出
品
・
受
賞
作
に
新
作
を
交
え
た
十
五
点
で
、
日
本
画

家
松
崎
十
朗
の
静
か
な
る
内
面
世
界
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

松崎十朗《静かな時》

2018年

松崎十朗《校庭》

2001年

こ
れ
ま
で
、
特
別
陳
列
で
ひ
と
り
の
作
家
を
採
り
上
げ
る
と
き
は
、
回
顧
展
の
性
格
が
強
く
な
り
が
ち
で
し
た
。
一

堂
に
並
ん
だ
代
表
作
を
前
に
、
作
家
も
鑑
賞
者
も
そ
の
画
業
を
振
り
返
り
今
後
を
展
望
す
る
。
そ
ん
な
空
間
を
提
供
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
は
四
十
年
の
画
業
の
う
ち
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
作
品
を
作
家

本
人
が
チ
ョ
イ
ス
し
ま
し
た
。「
若
き
注
目
の
作
家
」
時
代
の
斬
新
な
視
点
も
、
と
て
も
面
白
く
捨
て
が
た
い
の
で
す

が
、
作
家
が
選
ん
だ
の
は
「
面
白
み
」
で
は
な
く
、
長
い
創
作
活
動
の
す
え
に
辿
り
着
い
た
静
か
な
「
深
み
」
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
二
回
の
日
展
特
選
を
経
た
二
〇
〇
一
年
こ
ろ
か
ら
の
作
画
は
、
視
点
の
趣
向
性
を
追
求
し
な
が
ら
も
、
徐
々

に
内
省
を
深
め
て
ゆ
き
ま
す
。
本
展
で
は
そ
ん
な
作
家
の
心
の
軌
跡
を
、
そ
っ
と
な
ぞ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

き
っ
と
、
進
化
と
深
化
を
続
け
る
ひ
と
り
の
日
本
画
家
に
つ
い
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

学芸員の眼
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古美術（第2展示室）

石川の文化財 
―国宝・重文・県文・市文―
10月23日（土）～12月5日（日）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

中国憧憬 
―周文の《山水図》と唐物―
10月23日（土）～12月5日（日）　会期中無休

毎
秋
恒
例
の
展
示
と
な
っ
て
い
る
「
石
川
の
文
化
財
」
。
本

展
示
は
文
化
庁
が
定
め
る
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」（
毎
年

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
）
に
あ
わ
せ
て
開
催

さ
れ
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
、
県
指
定
文
化
財
な
ど
、
県
内
の

貴
重
な
文
化
財
を
展
示
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展
示
作
品
の
中
か
ら
、
石
川
県
指
定
文
化
財
《
光
明
本
尊
》

を
紹
介
し
ま
す
。
光
明
本
尊
は
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
、
独
特

の
本
尊
と
し
て
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。
本
作
の
画
面
に

は
、
大
き
く
「
南
无
不
可
思
議
光
如
来
」
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
、

「
帰
命
盡
十
方
无
㝵
光
如
来
」
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
の
三
種
の

名
号
が
書
か
れ
、
向
か
っ
て
左
に
天
竺
（
イ
ン
ド
）・
震
旦
（
中

国
）
の
先
徳
、
右
に
日
本
の
浄
土
教
祖
師
を
描
き
ま
す
。
古
く

は
九
字
名
号
（
南
无
不
可
思
議
光
如
来
）
を
中
央
幅
と
し
、
左

右
に
「
三
朝
浄
土
教
祖
師
先
徳
念
仏
相
承
図
」
と
い
う
浄
土
教

の
祖
師
先
徳
を
描
い
た
二
幅
を
付
す
形
式
で
し
た
が
、
三
幅

を
一
つ
の
画
面
に
ま
と
め
た
光
明
本
尊
が
受
容
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
本
作
は
県
内
の
光
明
本
尊
の
中
で
も
、
裏
書
に
よ
っ

て
年
代
を
確
認
で
き
る
唯
一
の
作
例
で
、
初
期
真
宗
教
団
の

布
教
活
動
を
語
る
遺
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

ま
た
今
夏
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
会
期
短
縮
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
企
画
展
「
加
賀
百
万
石

文
武
の
誉
れ
」
展
に

出
品
の
国
宝
《
剣　

銘
吉
光
》
を
再
度
展
示
い
た
し
ま

す
。
常
設
展
示
の
《
色
絵
雉
香
炉
》
と
共
に
、
県
内
の
国

宝
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。
夏
の
企
画

展
で
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

古
来
よ
り
、
わ
が
国
の
歴
史
は
大
陸
で
あ
る
中
国
か
ら
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
政
治
外
交
は
も
と
よ
り
、
宗
教
・
文
化

ま
で
広
く
及
び
、
い
つ
の
時
代
も
大
陸
で
あ
る
中
国
に
対
し

憧
れ
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

中
国
の
絵
画
に
お
い
て
、
最
上
の
画
題
と
さ
れ
た
の
が
「
山

水
」
で
あ
り
、
描
く
に
あ
た
っ
て
は
「
人
物
画
」
に
次
い
で
難
し

い
と
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
の
景
色
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

神
仙
の
棲
む
聖
域
で
あ
り
、
隠
遁
の
象
徴
、
理
想
郷
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

室
町
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
天
章
周
文
は
、
こ
の
時
代
を

代
表
す
る
禅
僧
画
家
で
、
幕
府
の
御
用
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

京
都
・
相
国
寺
に
て
寺
宝
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
舶
載
さ
れ
た
中
国
画
を
多
く
目
に
し
た
の
で
し
ょ

う
。
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
、
幕
府
の
朝
鮮
派
遣
使
節
に
加

わ
っ
た
周
文
が
、
朝
鮮
で
山
水
画
を
描
い
た
と
こ
ろ
、
絶
賛
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

周
文
に
関
す
る
研
究
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
進
み
、
山

水
を
描
い
た
二
点
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
郭
煕
・
馬

遠
・
夏
珪
な
ど
、
中
国
を
代
表
す
る
山
水
画
家
の
特
徴
を
う
ま

く
融
合
さ
せ
た
点
が
特
徴
で
、
室
町
時
代
の
詩
画
軸
の
多
く

が
「
周
文
筆
」
と
の
伝
承
を
持
つ
よ
う
に
、「
室
町
時
代
の
水
墨

画
の
先
駆
者
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
雪
舟
の
師
」
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
そ
の
関
心
は
高

く
、
前
田
育
徳
会
所
蔵
の
重
要
文
化
財
《
四
季
山
水
図
》
屏
風

の
両
脇
に
は
「
周
文
筆　

探
幽
斎
記
」
と
狩
野
探
幽
に
よ
る
極

め
が
記
さ
れ
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
周
文
の
《
四
季
山
水
図
》
屏
風
を
は
じ
め
、
前

田
家
が
江
戸
時
代
に
収
集
し
た
文
房
具
な
ど
の
唐
物
を
紹
介

し
ま
す
。

重要文化財《四季山水図》周文(右隻)

石川県指定文化財《絹本著色光明本尊》

個人蔵
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近現代絵画・彫刻（第3・6展示室）

優品選

10月23日（土）～12月5日（日）　会期中無休

近現代工芸（第5展示室）

優品選Ⅰ

10月23日（土）～12月5日（日）　会期中無休

十
二
月
は
じ
め
ま
で
の
近
現
代
絵
画
・
彫
刻
展
示
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

日
本
画
で
は
特
別
陳
列
「
松
崎
十
朗
展
」
に
ち
な
み
、
金
沢

美
術
工
芸
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
作
家
、
学
ん
だ
作
家
達
で

金
沢
美
術
工
芸
大
学
日
本
画
の
系
譜
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

紹
介
し
ま
す
。
同
大
学
最
初
期
の
教
員
で
あ
る
畠
山
錦
成
の

《
澄
秋
》
か
ら
、
近
年
退
官
し
た
仁
志
出
龍
司
《
ベ
ン
チ
》
、
そ
し

て
西
山
英
雄
《
残
照
》
な
ど
、
金
沢
美
大
が
生
ん
だ
日
本
画
家

の
精
華
の
一
端
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

彫
刻
で
も
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学

校
（
現
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）
の
創
立
に
尽
力
し
た
長
谷
川

八
十
に
よ
る
《
軍
鶏
》
、
卒
業
生
で
あ
り
教
授
と
し
て
も
関
係

し
た
石
田
康
夫
に
よ
る
第
３
回
改
組
日
展
特
選
受
賞
作
《
昇

華
》
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

油
彩
分
野
で
は
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
伊
東
哲
《
読
書
》
は
、
三
人
の
女
性
が
一
冊
の
本
を
読
む

様
子
を
描
き
ま
す
。
寄
り
添
っ
て
読
書
す
る
様
子
か
ら
、
親
密

さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
作
者
は
金
沢
市
に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学

校
西
洋
画
科
で
学
び
ま
し
た
。
官
展
で
入
選
を
重
ね
、
台
湾
で

は
総
督
府
嘱
託
と
し
て
嘉
南
大
圳
の
ダ
ム
工
事
を
記
録
、
北

京
で
は
教
鞭
を
と
り
ま
し
た
。

版
画
に
は
、
イ
ン
ク
を
塗
布
す
る
版
面
が
凸
・
凹
・
平
版
な

ど
、
面
と
し
て
使
い
分
け
た
版
の
型
式
が
あ
り
ま
す
。
凸
版
を

代
表
す
る
の
は
木
版
画
、
版
材
に
く
ぼ
み
を
つ
く
っ
て
そ
こ

に
イ
ン
ク
を
つ
め
る
版
の
代
表
は
銅
版
画
、
自
由
な
描
画
が

魅
力
の
リ
ト
グ
ラ
フ
は
平
版
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
版
材
で
い

ろ
い
ろ
な
技
術
を
駆
使
し
、
版
の
魅
力
を
競
い
合
っ
て
作
り

上
げ
た
絵
画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

近
現
代
工
芸
で
は
今
回
企
画
展
示
室
で
開
催
さ
れ
る
「
第

六
十
八
回
日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
」
や
企
画
展
「
う
る
は
し

き
も
の

め
で
た
き
わ
ざ
―
北
陸
の
芸
術
院
会
員
・
人
間
国
宝

―
」
と
合
わ
せ
て
優
品
選
Ⅰ
・
Ⅱ
と
題
し
、
企
画
展
に
関
連
す

る
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
優
品
選
Ⅰ
は
、
陶
芸
で
は
初
代
德
田
八
十
吉
窯
で

九
谷
の
絵
付
を
行
っ
た
日
本
芸
術
院
会
員
の
洋
画
家
中
村
研

一
作
《
菊
花
図
皿
》
や
、
竹
田
有
恒
作
《
釉
裏
金
彩
稲
穂
文
鉢
》

を
。
漆
芸
で
は
人
間
国
宝
の
大
場
松
魚
作
《
平
文
光
輪
箱
》
、
板

谷
光
治
作
《
沈
金
素
彫
猫
文
漆
箱
》
を
。
染
織
で
は
人
間
国
宝

の
羽
田
登
喜
男
作
《
友
禅
白
地
総
菊
文
振
袖
「
美
の
饗
宴
」
》
、

中
山
修
三
作
《
友
禅
婦
人
室
用
衝
立
》
を
、
金
工
は
加
賀
象
嵌

の
高
橋
介
州
作
《
加
賀
象
嵌
孔
雀
香
炉
》
、《
加
賀
象
嵌
鴛
鴦
香

炉
・
香
合
》
を
。
木
工
は
人
間
国
宝
氷
見
晃
堂
作
《
桐
造
寄
木
象

嵌
之
筥
》
を
、
人
形
で
は
下
口
宗
美
作
《
木
彫
加
彩
人
形
「
つ
つ

井
筒
」
》
を
、
截
金
で
は
人
間
国
宝
西
出
大
三
作
《
截
金
彩
色
合

子
「
花
守
犬
」
》
を
展
示
し
ま
す
。

第
六
十
八
回
日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
で
は
、
こ
の
優
品

選
Ⅰ
の
展
示
作
品
に
合
わ
せ
て
「
こ
ど
も
鑑
賞
ガ
イ
ド
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
お
子
様
と
ご
一
緒
で
の
鑑
賞
の
機
会
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
伝
統
工
芸
展
鑑
賞
ガ
イ
ド
と
合
わ
せ
て
ご

覧
頂
け
る
と
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
企
画
と
リ
ン
ク
し
、
ま
た

違
っ
た
鑑
賞
の
仕
方
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
、
こ
の
作
品
を
目
に
す
る
頃
は
ど
れ
だ
け
穏
や

か
な
日
常
が
戻
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
静
か
に
語
り
か

け
る
作
品
を
前
に
、
ゆ
っ
く
り
と
作
品
と
の
対
話
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下口宗美《木彫加彩人形「つつ井筒」》伊東哲《読書》
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土曜講座を開講します（11～3月）

　5月より開講している土曜講座について、11月以降の予定をお知らせいたします。

　当館学芸員が日ごろ研究しているテーマや、開催中の展覧会に関連したテーマで行う講座となっ

ております。お気軽にご参加ください。

※新型コロナウイルス感染症の影響で日時などを変更、または中止する場合がございます。

時間：毎回午後1時30分から3時まで　事前申し込み不要、聴講無料

月／日 テ ー　マ 担　　当

11月13日 北陸の芸術院会員・人間国宝 ～その1～ 奈良　竜一

11月20日 北陸の芸術院会員・人間国宝 ～その2～ 寺川　和子

12月11日 浮世絵にみる『忠臣蔵』 村上　尚子

12月18日 コレクション展（近現代工芸）　スライドトーク 西　ゆう子

1月15日 仏伝図の世界ー涅槃図 鈴木　彩可

1月22日 近代日本の野外彫刻 竹内　　唯

2月19日 龍村平蔵と名物裂復元 寺川　和子

2月26日 近代版画 深山　千尋

3月12日 日本画名作秘話 前多　武志

ご参加にあたっての注意事項

①  来館時にサーマルカメラによる体温チェックを行います。 

体温が37度5分を超える方の参加はご遠慮いただきます。

② マスクの着用、手指消毒の徹底をお願いいたします。

③ 参加時は受付名簿に氏名と連絡先をご記載ください。

④ 密集を避けるため、前後両隣の席を空けての着席をお願いいたします。

⑤ 会場での会話は極力ご遠慮ください。
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11
月
の
行
事
予
定

■ 

企
画
展
「
う
る
は
し
き
も
の

め
で
た
き
わ
ざ
―
北
陸
の
芸
術
院
会
員
・
人
間
国
宝
―
」

関
連
行
事

い
ず
れ
も
美
術
館
ホ
ー
ル
に
て　

無
料

７
日
（
日
）

「
青
柳
館
長
に
よ
る
特
別
講
演
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
13
時
30
分
～
16
時

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
（
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
）

14
日
（
日
）

21
日
（
日
）

「
工
芸
技
術
記
録
映
画
上
映
会
」
各
日
14
時
～
16
時　

※
申
込
不
要

■ 

子
ど
も
ツ
ア
ー
（
企
画
展
「
う
る
は
し
き
も
の

め
で
た
き
わ
ざ
―
北
陸
の
芸
術
院
会

員
・
人
間
国
宝
―
」
関
連
行
事
） 

10
時
30
分
～
11
時

14
日
（
日
）

企
画
展
の
見
ど
こ
ろ
や
楽
し
み
方
を
、
学
芸
員
が
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

ま
す
。

対
象
： 

小
・
中
学
生
（
先
着
20
名
）

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
ご
参
加
可
能
で
す
。

料
金
：
無
料
（
保
護
者
の
方
は
、
２
人
目
か
ら
要
観
覧
料
）

受
付
：
10
時
よ
り
企
画
展
示
室
前
に
て

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時　

美
術
館
講
義
室
に
て　

無
料

13
日
（
土
）

「
北
陸
の
芸
術
院
会
員
・
人
間
国
宝

～
そ
の
１
～
」

学
芸
主
任　

奈
良
竜
一

20
日
（
土
）

「
北
陸
の
芸
術
院
会
員
・
人
間
国
宝

～
そ
の
２
～
」

学
芸
第
二
課
長　

寺
川
和
子

■
０
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
オ
ン
ラ
イ
ン

20
日
（
土
）
10
時
～
11
時　

21
日
（
日
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

15
時
30
分
～
16
時
30
分

20
日
（
土
）

21
日
（
日
）

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
が
対
象
の
、
美
術
館
デ
ビ
ュ
ー
に
ぴ
っ
た
り
な
鑑
賞
会
。

今
回
は
ズ
ー
ム
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
工
芸
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。

対
象
：
０
才
か
ら
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族（
定
員
各
回
６
組
）

料
金
：
無
料

受
付
：
事
前
申
込
（
詳
し
く
は
美
術
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
で
）

※
日
時
や
定
員
等
を
変
更
、
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

最
新
情
報
は
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

学芸室の人々ミュージアムショップの
おすすめグッズ

で
き
の
悪
い
卒
業
論
文
を
提
出
し
、
大
学
生
活
も
卒
業
を
待
つ
の
み
と
な
っ

た
二
十
年
以
上
も
前
の
年
末
の
話
で
す
。
京
都
か
ら
帰
省
し
な
い
ま
ま
誕
生
日

を
迎
え
た
私
の
も
と
に
、
今
は
亡
き
父
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
き
ま
し
た
。
茶
封

筒
の
中
に
は
、
赤
い
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
万
年
筆
が
一
本
。
卒
業
後
の
進
路
も
決
ま
ら

な
い
わ
が
身
に
は
分
不
相
応
そ
の
も
の
で
、
ま
る
で
「
も
っ
と
勉
強
せ
ぇ
よ
」
と

叱
咤
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
。
初
詣
に
は
近
所
の
北
野
天
満
宮
に
て
「
学
芸
員
に
な

り
た
い
」
と
、
神
頼
み
で
す
。

そ
れ
か
ら
八
年
後
、
北
野
天
満
宮
へ
「
承
久
本
」
と
呼
ば
れ
る
国
宝
の
《
北
野
天

神
縁
起
絵
巻
》
を
返
却
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
益
は
も
ち
ろ
ん
、
ど

ん
な
出
会
い
に
も
、
感
謝
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
万
年
筆
は
、
い
つ
で
も
お
礼
状
が
書

け
る
よ
う
、
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。

当
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
今
回
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
国
宝
《
色
絵
雉
香
炉
》（
左
）
、
古
九
谷
の

《
色
絵
海
老
藻
文
平
鉢
》（
右
）
が
あ
し
ら
わ
れ
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
化
さ
れ
た
雉
香
炉
、
胸
で
元

気
に
跳
ね
る
エ
ビ
が
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
密
か

な
売
れ
筋
グ
ッ
ズ
で
、
特
に
「
エ
ビ
」
は
在
庫
僅
少
な

の
で
、
ぜ
ひ
お
早
め
に
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
！

価
格
は
、
雉
（
Ｓ
Ｍ
Ｌ
サ
イ
ズ
）
２
５
０
０
円
、
エ
ビ

（
Ｓ
サ
イ
ズ
）
２
２
０
０
円
で
す
。

通
信
販
売
（
送
料
別
）
も
承
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
以
下
の
宛
先
ま
で
ど

う
ぞ
。

石
川
県
立
美
術
館
総
務
課　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
担
当

☎
０
７
６

－

２
３
１

－

７
５
８
０

村
上

尚
子
（
学
芸
第
一
課

学
芸
専
門
員
）

XMFRemote_(196685)249981_石川県立美術館だより第457号 7 折 2021/10/14 08:25:30



BI J U T S U K A N  D AY O RI  N o .457 8

石川県立美術館だより
第457号〈毎月発行〉

2021年11月1日発行
〒920-0963
金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580
Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

ご利用案内

コレクション展観覧料
一　般　370円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金

11月1日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

11月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00 年中無休

11月は無休で開館しています

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第2展示室

令和3年12月9日（木）

～令和4年1月23日（日）
赤門が迎えた
お姫様

―溶姫の絵画と
婚礼調度―

浮世絵にみる

『忠臣蔵』

次回の展覧会

第3・4展示室 第5展示室 第6展示室 1F企画展示室

優品選
【近現代絵画・彫刻】

優品選Ⅱ
【近現代工芸】

現代の書
【近現代書】

再興第106回院展

金沢展
〔12/9～22〕

à la carte　No.56
アラカルト ただいま展示中

《すすきと富士》 すすきとふじ 片岡球子　かたおか・たまこ

51.0×35.8cm 明治38年（1905）～平成20年（2008）

昭和53年（1978）

片
岡
球
子
は
、
本
年
度
春
の
企
画
展
「
か

お
・
す
が
た
・
こ
こ
ろ
」
展
に
出
品
の
歴
史
上
の

人
物
を
描
い
た
「
面
構
シ
リ
ー
ズ
」
を
は
じ
め

と
す
る
、
日
本
画
の
道
を
歩
み
続
け
た
画
家

で
す
。版
画
の
摺
師
か
ら
の
勧
め
で
は
じ
め
た

版
画
制
作
で
す
が
、
植
物
画
、
人
物
画
、
風
俗

画
な
ど
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
て
い
く
内
に
次

第
に
版
画
に
心
酔
し
、
富
士
山
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
品
を
定
番
と
し
た
版
画
制
作
を
続
け

ま
し
た
。

片
岡
に
と
っ
て
の
版
画
制
作
は
日
本
画
の

延
長
で
は
な
く
、特
に
リ
ト
グ
ラ
フ
の
制
作
に

は
、
四
十
年
以
上
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
リ
ト
グ

ラ
フ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
リ
ト
（
石
）
に
描
か
れ

た
グ
ラ
フ（
図
）
と
い
う
意
味
で
、石
灰
石
の
版

に
油
性
分
の
あ
る
も
の
で
描
い
た
図
を
水
と

油
の
反
撥
作
用
を
利
用
し
て
印
刷
す
る
技
法

で
す
。
版
材
を
石
板
に
し
た
仕
上
が
り
に
こ

だ
わ
り
、
必
ず
自
ら
絵
筆
を
取
っ
て
版
に
描

き
、
摺
師
と
の
共
同
作
業
で
仕
上
げ
て
い
ま

す
。片

岡
は
頻
繁
に
時
間
を
割
い
て
富
士
ス

ケ
ッ
チ
の
旅
に
出
か
け
、西
湖
、青
木
ケ
原
、富

士
宮
、
河
口
湖
、
芦
ノ
湖
な
ど
様
々
な
地
点
か

ら
、
樹
海
、
湖
や
菊
、
桜
、
梅
な
ど
の
植
物
、
そ

し
て
、
松
原
、
太
陽
、
雲
な
ど
と
合
わ
せ
て
富

士
山
を
描
い
て
い
ま
す
。
本
作
で
は
、
晩
夏
か

ら
初
秋
に
か
け
て
の
早
朝
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
赤
富
士
に
す
す
き
を
配
し
た
構
図
で
、

片
岡
の
鮮
烈
な
色
彩
と
力
強
い
筆
触
に
集
約

し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。何
作
も
制
作
し
て
い

る
富
士
山
の
リ
ト
グ
ラ
フ
の
作
品
で
す
が
、片

岡
自
身
は
単
に
名
山
の
姿
や
形
を
描
い
て
い

る
の
で
は
な
く
、
風
景
を
描
く
際
も
人
物
と

同
様
に
捉
え
、
富
士
山
と
の
対
話
を
も
と
に

制
作
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。
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